
実施②

申請事業名：海のごちそう地域モデル inみえ熊野 申請団体名：一般社団法人旅する学校

実施①

2024年度実施内容のまとめ

量的成果（事業の拡がり）

① 加工品の試作を10品開発、実店舗での販売を開始。

② 加工処理能力を300kg/日まで向上。地域事業者との連携体制を強化。

③ 地域内の給食をのべ2000食展開

質的成果（次なる展開への芽）

①
学校と事業者間の連携が深まり、次年度以降の定常的な連携に向けた合

意形成の土壌ができた。

②
関係する事業者・飲食店等が植食性魚類への関心を持ち、自発的な連携

・導入検討が進みつつある。

③ イベント運営を高校生だけで実施し、次機会以降の布石が打てた。

目的
植食性魚類（シーベジたべるフィッシュ）を価値ある資源として定着させるための創意工夫を通じて、子供たちが主体性を持って海
の課題解決のためのアクションを起こす。）

目標
①子供たちに商品開発や学習会を通じて、海の課題を自分事化してもらい、子どもたちが主体的に関わる自走の形を検証する。
②飲食店連携や学校給食への展開を行い、メディアとの連携ならびにSNS等を通じて、広く一般市民への周知、理解を深める。
③対象魚種の処理・加工スキルをアップし、美味しさや使いやすさを訴求することにより、一般流通魚としての認知度を向上させる（主にプロ向け）。

キックオフイベント（地元キーマンを集めて開催。

トークセッションと高校生の発表）

実施③

地域の若者に向けた体験学習プログラム（商品開

発や学習会を通じて自分ごと化してもらう）

飲食て及び教育機関との連携（海の課題を学び、

食を通して未来へ繋げるために自分たちが何をで

きるか考える）



キックオフイベント【美し国から「海」と日本の
「食」を考える】

トークセッション①　「Ocean Blindness」 高校生との取組み連携・事前学習内容発表

トークセッション②【美し国から「海」と日本の
「食」を考える】をテーマに、各業界の専門家
の方々をパネラーに迎え、シンポジウム形式
で議論を展開しました。

地元の高校生がメニュー考案・商品開発に挑
戦！
食を通じて三重の海の課題解決を目指すプロ
ジェクトを実施しました（高校生対象）。

商品開発ワークショップを開催。　

商品に込めた想いをプロの大人たちにプレ
ゼンしました（高校生対象）。

報告資料



地元漁業者の協力により、定置網漁体験を行
いました（高校生対象）。

藻場と生物の観察をスノーケリングにて実
施しました（高校生対象）。

二木島の歴史に触れる「二木島ウォーク」
を実施しました（高校生対象）。

9月に実施する三重県の小中学生向けのイベ
ントに向けてのアイデア出しをしました（高校
生対象）。

高校生から小・中学生へ　海の未来と「食」を
共に学ぶ「高校生がつくる小・中学生向けイベ
ント（移動教室）」を開催しました（小中学生対
象）。

高校生によるオリエンテーション　

参加してくれた小中学生に移動教室への想い
を伝えました（小中学生対象）。

報告資料



高校生たちはスタンプラリーを手段に、二木島
の歴史や文化、今回の活動場所になっている
施設の紹介をしました（小中学生対象）。

高校生主導で海の課題を学ぶスノーケリング
ツアーを実施しました（小中学生対象）。

高校生たちのアイディアで地域の方との交流
で、海の現場の声を聞く時間を設けました（小
中学生対象）。

高校生たちは、食の専門家にもアドバイスをも
らいながら商品開発中のアイゴのつみれ汁と
炊き込みご飯を、小中学生に振る舞いました
（小中学生対象）。

クイズ形式でアイゴのことやアイゴの魅力
について高校生たちは力説していました
（小中学生対象）。

報告資料

高校生が海の課題を自分ごととして子供たち
に伝えました（小中学生対象）。



高校生たちに指導を受けながら定置網漁
体験を行いました（小中学生対象）

高校生が教える魚さばき体験を実施しました
（小中学生対象）。

高校生による今後につなげる振り返り会を実
施しました（小中学生対象）。

【学校給食連携イベント】身近な海で起きてい
ることー海のためにできることを考えよう―を
開催しました。

授業で身近な海を背景に海の課題を学び、学
校給食を通して、未来へ繋げるために自分た
ちに何ができるか？を考えてもらいました。

報告資料

飲食店連携については飲食店のほか、企業、
県庁の社食とのコラボをすることができまし
た。



メディア露出

テレビ露出

◇TV放送回数　計7回
◇新聞掲載回数　計5社6回
◇WEB掲載　計311回　PV数3900　◇SNS等　PV数9534

計7回放送

各メディア露出

エリア 日付 媒体名

中部 7月31日 三重テレビ「みえの海やに」

中部 8月7日 三重テレビ「みえの海やに」

中部 8月14日 三重テレビ「みえの海やに」

中部 9月13日 名古屋テレビ「ドデスカ」

中部 11月13日 CBCテレビ「よしお兄さんの“みえ”推し！」

中部 1月22日 三重テレビ「三重テレビNEWS」

中部 2月19日 伊勢ケーブルテレビ「ZTVいせトピ」



新聞露出

日付 媒体名 テーマ

9月1日 ヨシクマ新聞 キックオフイベント

9月1日 ヨシクマ新聞 高校生イベント

7月23日 太平洋新聞 キックオフイベント

9月22日 ヨシクマ新聞 子ども連携

1月23日 伊勢新聞 百五銀行食堂

2月19日 中日新聞 給食連携

3月15日 朝日新聞 三重県庁食堂

▲ヨシクマ新聞

太平洋新聞▲　　　　朝日新聞▲

◀伊勢新聞

　ヨシクマ新聞▶

中日新聞▶



WEB掲載メディア

キックオフイベント

ジョルダンニュース！

ニコニコニュース

朝日新聞デジタルマガジン＆[and]

東洋経済オンライン

PRESIDENT Online（プレジデントオンライン）

JBpress（ジェイビープレス）

マピオンニュース

@niftyビジネス

おたくま経済新聞

@DIME（アットダイム）

AGARA 紀伊民報

他43掲載

体験学習プログラム

GREEニュース

WalkerPlus（ウォーカープラス）

朝日新聞デジタルマガジン＆[and]

dメニューマネー

エキサイトニュース

SEOTOOLS

暮らしニスタ（クラシニスタ）

ウレぴあ総研

中日新聞 × PR TIMES

ハピママ*

Infoseek ニュース（インフォシークニュース）

時事ドットコム

NewsPicks

30min. サンゼロミニッツ

PRESIDENT Online（プレジデントオンライン）

JBpress（ジェイビープレス）

東洋経済オンライン

BIGLOBEニュース

おたくま経済新聞

AGARA 紀伊民報

@niftyビジネス

CREA WEB（クレア ウェブ）

マピオンニュース

他116掲載

のべ311掲載

飲食店及び教育関係

伊勢志摩経済新聞

WalkerPlus（ウォーカープラス）

ジョルダンニュース！

ニフティニュース（@niftyニュース）

dメニューマネー

@niftyビジネス

おたくま経済新聞

ORICON NEWS(オリコンニュース)

BIGLOBEニュース

AGARA 紀伊民報

東洋経済education×ICT

TBS NEWS DIG

他80掲載



二次的波及（参加者の自発的な行動）

参加イベント：キックオフイベント
・イベント参加後、参加者から自発的に SNSの発信などが行われていました。
・参加者から振り返りの感想や動画の感想も届いています。



二次的波及

・海のごちそう地域モデル inみえ熊野の活動をきっかけに生活協同組合連合会  コープ自然派事業連合にて
植食性魚類であるアイゴを使用して商品化につながりました。

◉2025年2月13日
生活協同組合連合会  コープ自然派事業連合プレスリリース　  
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000057.000121079.html?fbclid=IwZXh0bgNhZW0CMTEAAR0
atw0aaCPQ3oFSBjJYO5F9fXAeLgw2-5JMXq72CEGY8ZXi3PtId71Nc3s_aem_OMaaGZZp0Uq1R8p
TLg-0Mg


